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成績評価の
方法・基準

期末試験（中間試験・小テストを含む）（100％） （対面式、オンライン共通）

精神科の治療法②
（精神療法・カウンセリング）

到達目標：精神療法およびカウンセリングの概略を理解する。
学習内容：精神療法の種類と実際およびカウンセリング，面接法と評価について学習す
る.

治療援助技法
到達目標：心理教育，認知行動療法・認知リハビリテーションの概略を理解する．
学習内容：心理教育，認知行動療法・認知リハビリテーションの実際を学習する．

精神障害者に対する医療制度およ
び精神障害者の支援

到達目標：精神障害者に対する医療制度および支援に関する制度の概略を理解する．
学習内容：日本における精神障害者に対する医療制度および支援に関する制度を学習
する．

授
業
計
画

授業項目 到達目標・学習内容

臨床精神医学概論/精神障害の症
状(1)

到達目標：精神医療の歴史，精神障害の成因、精神症状について概略が理解できる．
学習内容：これまでの精神医療の歴史，精神障害の成因による3分類、精神症状につい
て学習する．

精神障害の症状(2)
到達目標：精神症状について概略がいえる．
学習内容：精神症状の個別の内容を学習する．

精神疾患①
（症状性・器質性精神障害）

教員からの
メッセージ

精神科医療のこれまでの歴史を学び，現代の精神医学がどのようにして作られてきたかを理解しましょう．
また精神科医療が抱える問題点についても学び，皆さんでその解決策を議論できればと思います．
臨床実習で精神障害を有する患者に接することができること、および精神医学に関して国家試験で満点を取るこ
とができる課題解決力を目指します。積極的な学習を期待しています．

教科書
PT・OTビジュアルテキスト専門基礎
精神医学
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美／編
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参考図書

到達目標：精神科（主に統合失調症）での薬物療法について理解する。
学習内容：精神医学（主に統合失調症）における薬物療法・身体療法の考え方と実際を
学習する。

学習内容：摂食障害・睡眠障害の特徴と対応の概略がいえる．
到達目標：摂食障害・睡眠障害の症状，経過，治療についてを学習する．

精神疾患⑥
（生理的障害・行動症候群）

学習内容：パーソナリティ障害の特徴と対応の概略がいえる．
到達目標：パーソナリティ障害の症状，経過，治療についてを学習する．

精神疾患⑤
（気分障害）

学習内容：不安症，強迫性障害，外傷性ストレス障害，解離症の特徴と対応の概略がいえる．
到達目標：不安症，強迫性障害，外傷性ストレス障害，解離症の症状，経過，治療を学習する．

精神疾患⑦
（パーソナリティ障害）

学習内容：パーソナリティ障害の特徴と対応の概略がいえる．
到達目標：パーソナリティ障害の症状，経過，治療についてを学習する．

精神疾患⑧
（児童・青年期の精神障害）

学習内容：統合失調症の特徴と対応の概略がいえる．
到達目標：統合失調症の症状，経過，治療を学習する．

精神科の治療法①
（薬物療法・身体療法）

精神疾患④
（統合失調症（２））

学習内容：気分障害の特徴と対応の概略がいえる．
到達目標：気分障害の症状，経過，治療を学習する．

精神疾患⑥
（神経症性障害，ストレス関連障

害，身体表現性障害）

準備学習 毎回の授業について少なくとも1時間程度の予習・復習をすること。

到達目標：器質性・症状性精神障害（認知症）の特徴と対応の概略がいえる．
学習目標：器質性・症状性精神障害（認知症）の症状，経過，治療を学習する．

精神疾患②
（精神作用物質使用による精神障

害）

到達目標：器質性・症状性精神障害（てんかん）の特徴と対応の概略がいえる．
学習目標：器質性・症状性精神障害（てんかん）の症状，経過，治療を学習する．

精神疾患③
（統合失調症（１））

学習内容：精神作用物質使用による精神障害の特徴と対応の概略がいえる．
到達目標：精神作用物質使用による精神障害の症状，経過，治療を学習する．

科目名 精神医学
教員名

大越教夫/山本哲
也/椎名清和

時間割表参照

（科目番号） （時間割参照） 第1キャンパス月曜午後

授業概要
リハビリテーションは身体だけでなく，精神・心理的，社会的にも最大の回復を目指している．この授業では精神
障害について，リハビリテーション医療の現場でよく取り上げられる基本的な疾患の病態，疫学，治療などについ
て症例を交えて解説する．また精神科医療の現場で生じている問題点についても説明する．

目的・目標
目的：臨床において比較的多くみられる精神疾患について，定義，成因，病態，心理的背景や治療などについて理解する.
目標：①リハビリテーションで問題となる精神疾患の特性と対応について理解できる.
　　 　 ②臨床実習や理学療法士国家試験学習において精神医学領域の課題・問題点について自ら調べることができる.


